
    

 
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

月曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

使徒 25:1～12 もし 私
わたし

が悪
わる

いことをして、死罪
し ざ い

に当
あ

たること

をしたのでしたら、私
わたし

は死
し

をのがれようとはしません。しかし、

この人たちが 私
わたし

を 訴
うった

えていることに一
ひと

つも根拠
こんきょ

がないとすれ

ば、だれも 私
わたし

を彼
かれ

らに引
ひ

き渡
わた

すことはできません。 私
わたし

はカイ

ザルに上訴
じょうそ

します。(11) 核心訓練メッセージ/ 2010.9.4 

「あ！テストがない世の中で生きたいな」学
がっ

期末
き ま つ

のテストを受
う

け

るのがすきなお友
とも

だちはそんなにいないでしょう。でも、いま 私
わたし

の実 力
じつりょく

がどのくらいなのかを点検
てんけん

して、たりない部分
ぶ ぶ ん

をカバーし

ようとするなら、テストを受
う

けることよりよりよい方法
ほうほう

はありま

せん。私
わたし

の生活
せいかつ

を点検
てんけん

しなければ、しばらくの 間
あいだ

は気楽
き ら く

ですが、

よりよい生活
せいかつ

を送
おく

ることができません。「伝道者
でんどうしゃ

の生活
せいかつ

」を実践
じっせん

し

ながら、毎日
まいにち

、点数
てんすう

を記録
き ろ く

していますか。 

一人
ひ と り

ではやめてしまうかもしれないので、なかのよい友
とも

だちとい

っしょに挑 戦
ちょうせん

してみてください。はじめは点数
てんすう

が低
ひく

くてがっかり

するかもしれません。しかし、ずっと実践
じっせん

していると「伝道者
でんどうしゃ

の

生活
せいかつ

」が体質
たいしつ

になって、チェックリストに記
き

録
ろく

する点
てん

数
すう

が上
あ

がる

喜
よろこ

びを味
あじ

わうことができます。そうすると、点数
てんすう

よりさらに重 要
じゅうよう

な神様
かみさま

の計画
けいかく

が見
み

られるようになります。今日
き ょ う

がもっとも価値
か ち

あ

る日
ひ

という神様の時刻表
じこくひょう

と答
こた

えもわかるようになります。 

主は、私
わたし

に耳
みみ

を傾
かたむ

けられるので、私
わたし

は生きるかぎり主を呼
よ

び求
もと

めよう。（詩篇
し へ ん

116:2） 

伝伝道道者者
でんどうしゃ

のの生生活活
せいかつ

ををししてて、、具具体体的的
ぐたいてき

にに今今日日
き ょ う

のの答答
こた

ええをを実実践践
じっせん

ししてて、、神神様様のの計計画画
けいかく

とと

時時刻刻表表
じこくひょう

とと祝祝 福福
しゅくふく

をを味味わわええまますすよよううにに。。イイエエスス・・キキリリスストトののおお名名前前にによよ

っってておお祈祈
いの

りりししまますす。。アアーーメメンン。。  

でんどう 

みことば 

いのり 

主はわきまえのない者
もの

を守
まも

られる。私
わたし

がおとしめられたとき、私
わたし

をお救
すく

いになった。（詩篇
し へ ん

116:9） 



 
    

 
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 
              

   

 

 

 

 

 

 

 

 

火曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

出 37:25～29 彼
かれ

は、アカシヤ材
ざい

で香
こう

の壇
だん

を作
つく

った。長
なが

さは

一キュビト、幅
はば

は一キュビトの四
し

角形
かくけい

で、高
たか

さは二キュビ

ト。これの一部
い ち ぶ

として角
つな

をつけた。(25)   
インマヌエル教会 聖日 1部 / 2010.9.5 

 

今今日日
き ょ う

とといいうう最最高高
さいこう

のの答答
こた

ええをを神神様様のの恵恵
めぐ

みみのの中中
なか

でで味味
あじ

わわいいたたいいでですす。。神神様様ががくくだだささるる

力力
ちから

とと能能 力力
のうりょく

をを味味
あじ

わわっってて、、2244時時間間
じ か ん

祈祈
いの

っってて世世
よ

のの中中
なか

をを生生
い

かかすすレレムムナナンントトににななららせせてて

くくだだささいい。。 私私
わたし

のの祈祈
いの

りりにに答答
こた

ええててくくだだささるるイイエエスス・・キキリリスストトののおお名名前前にによよっってて

おお祈祈
いの

りりししまますす。。アアーーメメンン。。  

私
わたし

がいる場所
ば し ょ

に神の国が

臨
のぞ

むように祈
いの

りの課
か

題
だい

を

書いてみよう 

神様は幕屋
ま く や

の中
なか

に香
かお

りをたく香
こう

の壇
だん

を作
つく

りなさいとおっしゃいま

した。四
し

角形
かくけい

の４つのすみに上
うえ

に飛
と

び出
だ

す角
つの

があって、両 側
りょうがわ

の輪
わ

に長
なが

い棒
ぼう

をはめて持
も

って運
はこ

ぶことができました。金
きん

でおおった香
こう

の壇
だん

には、毎日
まいにち

、聖
せい

なる香
こう

をたえずたいて香
かお

りを出
だ

すようにと命令
めいれい

されました。 

最初
さいしょ

に、救
すく

われた神様の子
こ

どもとして、堂々
どうどう

と福音
ふくいん

をにぎるよう

に「救
すく

いの角
つの

」をのがしてはなりません。二
ふた

つ目
め

、どこでも「輪
わ

」

で歩
ある

いて運
はこ

べるように、どんな現場
げ ん ば

でどんなことをしても福音
ふくいん

を

伝
つた

えましょう。三
みっ

つ目
め

、聖
せい

なる香油
こ う ゆ

と香
こう

の中
なか

で作
つく

った「香
かお

り」が消
き

えないように、霊的
れいてき

な事実
じ じ つ

をさとっていつも祈
いの

りができる 幸
しあわ

せと

神様の恵
めぐ

みの中
なか

に入
はい

りましょう。むずかしいことっや苦
くる

しい問
もん

題
だい

が解
かい

決
けつ

できなくて特別
とくべつ

に祈
いの

るよりは「ふだんの祈
いの

り」の祝 福
しゅくふく

を味
あじ

わう「伝道者
でんどうしゃ

の生活
せいかつ

」をするレムナントのモデルになりましょう。 
でんどう 

みことば 

いのり 

私
わたし

は救
すく

いの 杯
さかずき

をかかげ、主の御
み

名
な

を呼
よ

び求
もと

めよう。   (詩篇
し へ ん

116:13) 
主が、ことごとく私

わたし

に良
よ

くしてくださったことについて、私
わたし

は主に何
なに

をお返
かえ

ししようか。(詩篇
し へ ん

116:12) 



 
    

 
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 
              

   

 

 

 

 

 

 

 

 

水曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

ローマ 16:17～20 あなたがたの従 順
じゅうじゅん

はすべての人
ひと

に知
し

られ

ているので、私
わたし

はあなたがたのことを 喜
よろこ

んでいます。しかし、

私
わたし

は、あなたがたが善
ぜん

にはさとく、悪
あく

にはうとくあってほし

い、と望
のぞ

んでいます。平和
へ い わ

の神
かみ

は、すみやかに、あなたがたの

足
あし

でサタンを踏
ふ

み砕
くだ

いてくださいます。(19～20)  
インマヌエル教会聖日 2部/ 2010.9.5 

 
私
わたし

はすべての罪
つみ

を解決
かいけつ

された神様の子どもです。また、災
わざわ

いとのろい

からも抜
ぬ

け出
だ

しました。もちろん、サタンの権威
け ん い

の下
した

からも完全
かんぜん

に解放
かいほう

されました。それで、神様はサタンから最後
さ い ご

まで守
まも

ってくださって勝
か

て

る 力
ちから

をあたえてくださいます。どのように、強
つよ

くてわるがしこいサタ

ンの戦 略
せんりゃく

に倒
たお

れないで、レムナントらしく霊的
れいてき

な戦争
せんそう

で勝利
しょうり

すること

ができるのでしょうか。まず、サタンは神様のみことばとイエス・キリ

ストのお名前
な ま え

と聖霊
せいれい

様
さま

の 働
はたら

きとをさとれないようにさせます。二
ふた

つ目
め

に、神様が 私
わたし

にサタンに勝
か

つ大
おお

きい 力
ちから

をくださったという事実
じ じ つ

をのが

すようにさせます。三
みっ

つ目
め

に、サタンは不信仰
ふしんこう

をうえて、 私
わたし

が肉的
にくてき

な

ものにだけはまって、自分
じ ぶ ん

で倒
たお

れるようによくだまします。「知彼知己、

百戦不殆」（彼
かれ

を知
し

り 己
おのれ

を知
し

れば百 戦
ひゃくせん

あやうからず）ということばが

あるように、サタンの戦 略
せんりゃく

をよく分
わ

かって、がっかりしたり、だまさ

れず、「ただ福音
ふくいん

」で勝利
しょうり

するレムナントになりましょう。 

*知彼知己、百戦不殆-私
わたし

を知って人
ひと

を分かれば、百 回
ひゃくかい

戦
たたか

って、百 回
ひゃくかい

とも勝
か

つ 

私
わたし

はあなたに感謝
かんしゃ

のいけにえをささげ、主の御名
み な

を呼
よ

び求
もと

めます。(詩篇
し へ ん

116:17) 

神様の子どもがあじわう７つの 

祝 福
しゅくふく

のみことばをおぼえて、 

きれいに色
いろ

をぬって 

かんせいさせよう 

でんどう 

みことば 

いのり 

主に感謝
かんしゃ

せよ。主はまことにいつくしみ深
ふか

い。その恵
めぐ

みはとこしえまで。（詩篇
し へ ん

118:1) 



 
    

 
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

使 27:9～26 こう言
い

いました。「恐
おそ

れてはいけません。パウロ。

あなたは 必
かなら

ずカイザルの前
まえ

に立
た

ちます。そして、神
かみ

はあなたと

同船
どうせん

している人々
ひとびと

をみな、あなたにお与
あた

えになったのです。」で

すから、皆
みな

さん。元気
げ ん き

を出
だ

しなさい。すべて 私
わたし

に告
つ

げられたと

おりになると、 私
わたし

は神
かみ

によって信
しん

じています。(24～25)  
核心訓練メッセージ/ 2010.9.1 

 
ユダヤの 宗 教

しゅうきょう

指導者
しどうしゃ

の作
つく

り出
だ

したうその 話
はなし

で罪人
つみびと

になったパウロ

は、ローマに裁判
さいばん

を受
う

けに行
い

くようになりました。船
ふね

に乗
の

って行
い

く中
なか

に、しばらく出 発
しゅっぱつ

をのばそうとパウロが話
はな

しました。しかし、船
ふね

の

主人
しゅじん

と船 長
せんちょう

は、彼
かれ

らの経験
けいけん

と地位
ち い

に頼
たよ

って、伝道者
でんどうしゃ

の 話
はなし

をそのまま

無視
む し

してしまいました。結 局
けっきょく

、大
おお

きい暴風
ぼうふう

にあって船
ふね

がうごかなく

なり、人々
ひとびと

は死
し

の危機
き き

にあって苦労
く ろ う

して、大
おお

きい損害
そんがい

まで受
う

けるよう

になってしまいました。 

神様は「イエスがキリスト」という福音
ふくいん

と伝道者
でんどうしゃ

の生活
せいかつ

を実践
じっせん

する弟
で

子
し

を 中
ちゅう

心
しん

に世
よ

の中
なか

を 導
みちび

いておられます。多
おお

くのお金
かね

とひろい知
ち

識
しき

と

高
たか

い地
ち

位
い

を持
も

った成功者
せいこうしゃ

が多
おお

いのですが、神様はその人々
ひとびと

の手
て

に世
よ

の

中
なか

を任
まか

せられませんでした。霊的
れいてき

な問題
もんだい

に対
たい

する答
こた

えがなければ、高
たか

く上
あ

がっただけに、さらに深
ふか

い底
そこ

に落
お

ちてしまいます。私
わたし

と 私
わたし

たち

の現場
げ ん ば

、また他
ほか

の友
とも

だちに、伝道者
でんどうしゃ

の生活
せいかつ

を送
おく

るレムナントのモデル

になりましょう。 

主に身
み

を避
さ

けることは、君主
くんしゅ

たちに信頼
しんらい

するよりもよい。(詩篇
し へ ん

118:9) 

でんどう 

みことば 

いのり 

新
あたら

しい歌
うた

を主に歌
うた

え。全地
ぜ ん ち

よ。主に歌
うた

え。(詩篇
し へ ん

96:1) 

みことばを読
よ

んで、ぬけていることばを入
い

れよう 

伝伝道道者者
でんどうしゃ

のの生生活活
せいかつ

ををすするるとといいうう神神様様ののみみここここととををののががししてて、、ああととかからら大大
おお

ききなな苦苦
くる

ししみみにに

ああっってて後後悔悔
こうかい

すするるここととががなないいよよううにに、、今今日日
き ょ う

ののみみここととばばとと祈祈
いの

りりとと伝伝
でん

道道
どう

をを味味
あじ

わわわわせせててくく

だだささいい。。イイエエスス・・キキリリスストトののおお名名前前にによよっってておお祈祈
いの

りりししまますす。。アアーーメメンン。。  

私
わたし

は死
し

ぬことなく、かえって生き、そして主のみわざを語
かた

り告
つ

げよう。(詩篇
し へ ん

118:17) 

ヘブル人への手紙
て が み

4 章
しょう

12節
せつ

のみことば 

    のことばは生
い

きていて、力
ちから

があり、両刃
りょうば

の剣
つるぎ

よりも 鋭
するど

く、たましいと霊
れい

、関節
かんせつ

と骨髄
こつずい

の分
わ

かれ目
め

さ

えも刺
さ

し通
とお

し、     のいろいろな      や  

        を判別
はんべつ

することができます。  

 



 
    

 
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 

出 38:1～7 ついで、彼
かれ

は、アカシヤ材
ざい

で全 焼
ぜんしょう

のいけにえの

ための祭壇
さいだん

を作
つく

った。長
なが

さ五キュビト、幅
はば

五キュビトの四
し

角
かく

形
けい

で、高
たか

さは三キュビト。(1)   
インマヌエル教会聖日 1部 / 2010.9.12 

 

「神様! 私
わたし

の罪
つみ

のかわりに、この傷
きず

がない 羊
ひつじ

の血
ち

を流
なが

して殺
ころ

し

ました」旧 約
きゅうやく

時代
じ だ い

には、 羊
ひつじ

と牛
うし

や鳩
はと

のような動物
どうぶつ

の 頭
あたま

に手
て

を

のせて自分
じ ぶ ん

の罪
つみ

の代価
だ い か

を払
はら

うようにしました。全 焼
ぜんしょう

のいけにえ

の祭壇
さいだん

での犠牲
ぎ せ い

のいけにえが血
ち

を流
なが

して死
し

ぬので、罪人
つみびと

の罪
つみ

がゆ

るされました。幕屋
ま く や

の入り口
い り ぐ ち

を入
はい

れば、まず最初
さいしょ

に見
み

えた「全 焼
ぜんしょう

のいけにえの祭壇
さいだん

」は罪
つみ

とのろいを解決
かいけつ

してもらう 所
ところ

でした。

新約
しんやく

時代
じ だ い

には、イエス様
さま

が 私
わたし

の罪
つみ

の代
か

わりに十字架
じゅうじか

で血
ち

を流
なが

し

て死
し

なれることによって、すべての罪
つみ

とのろいから解放
かいほう

されまし

た。イエス・キリストを信
しん

じて救
すく

われた神様
かみさま

の子
こ

どもは、毎日
まいにち

、

祈
いの

りを通
とお

して全 焼
ぜんしょう

のいけにえの祭壇
さいだん

の祝 福
しゅくふく

を味
あじ

わうようにな

ります。成 就
じょうじゅ

する神様のみことばの中
なか

で 私
わたし

を救
すく

われた神様の恵
めぐ

みも味
あじ

わうことができます。これからは、サタンの権威
け ん い

の下
した

で苦
くる

しめらえている多
おお

くの人
ひと

に全 焼
ぜんしょう

のいけにえの祭壇
さいだん

の祝 福
しゅくふく

を伝
つた

えるすてきな伝道者
でんどうしゃ

になりましょう。 

幸
さいわ

いなことよ。全
まった

き道
みち

を行
い

く人々
ひとびと

、主のみおしえによって歩
あゆ

む 人
ひとびと

々。(詩篇
し へ ん

119:1) 

でんどう 

みことば 

いのり 

どうか、私
わたし

の道
みち

を堅
かた

くしてください。あなたのおきてを守
まも

るように。(詩篇
し へ ん

119:5) 

まちがいさがし 

イイエエスス様様がが十十字字架架
じゅうじか

ににかかかかっってて 私私
わたし

ののすすべべててのの問問題題
もんだい

をを解解決決
かいけつ

ししててくくだだささっってて、、ほほ

んんととううににあありりががととううごござざいいまますす。。毎毎日日
まいにち

、、全全 焼焼
ぜんしょう

ののいいけけににええのの祭祭壇壇
さいだん

のの祝祝 福福
しゅくふく

をを

おおぼぼええてて、、味味
あじ

わわっってて、、伝伝
つた

ええるる伝伝
でん

道道
どう

者者
しゃ

ににななららせせててくくだだささいい。。イイエエスス・・キキリリスス

トトののおお名名前前にによよっってておお祈祈
いの

りりししまますす。。アアーーメメンン。。  



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

土曜日 

定刻
ていこく

祈
いの

りに成功
せいこう

したらチェックしよう 
 

ニュージャージー大学
だいがく

の総 長
そうちょう

をしたウォトフォン博士
は か せ

が、ある

日曜
にちよう

に教 会
きょうかい

に行
い

ったところ、ひとりの人
ひと

がやってきて、うれしそ

うにあいさつをしました。 

「博士
は か せ

、私
わたし

は今日
き ょ う

、本当
ほんとう

に感謝
かんしゃ

することがありました。私
わたし

の話
はなし

をちょっと聞
き

いてください。神様
かみさま

は本当
ほんとう

に生
い

きておられるようで

す」「どういうことですか。良
よ

いことでもありましたか」 

ウォトフォン博士
は か せ

の質問
しつもん

に、その人
ひと

は興奮
こうふん

しながら答
こた

えました。 

「博士
は か せ

、 私
わたし

はここから遠
とお

く離
はな

れたある村
むら

にくらしている者
もの

です。

それで、教
きょう

会
かい

に来
く

る日
ひ

には、馬車
ば し ゃ

に乗
の

って来
き

て、やっと礼拝
れいはい

に参加
さ ん か

できるのです。今朝
け さ

も教 会
きょうかい

にくるために丘
おか

を越
こ

えていましたが、

丘
おか

を下
くだ

ろうとしたら、馬
うま

が音
おと

におどろいて、びっくりして飛
と

び上
あ

が

ったのです。それで馬
うま

の輪
わ

が抜
ぬ

けて、私
わたし

は何回
なんかい

かひっくり返
かえ

って

倒
たお

れたのです。「もう死
し

ぬのだなあ!」と思
おも

いながら目
め

を開
ひら

いて起
お

き

てみたら、なんの異常
いじょう

もありませんでした。ですから、どれほど

感謝
かんしゃ

することでしょうか」 

博士
は か せ

はこの 話
はなし

に静
しず

かに答
こた

えました。 

おはなし黙想
もくそう

２   インマヌエル教会聖日 2部 / 2010.9.12 

いつも感謝
かんしゃ

する心
こころ

で生
い

きましょう 「それなら、私
わたし

はもっと感謝
かんしゃ

しなければなりませんね。私
わたし

はその丘
おか

を数千回
すうせんかい

もとおるのに、今
いま

まで何
なん

の問題
もんだい

なく、ぶじに通
かよ

えたのでね。

私
わたし

たちは、本当
ほんとう

に神様
かみさま

の子
こ

どものようですね。そうでしょう。だか

ら、いつも感謝
かんしゃ

する 心
こころ

で生
い

きなければなりません。神様
かみさま

が守
まも

ってく

ださらなければ、一 瞬
いっしゅん

も生
い

きることができませんから」 

博士
は か せ

はことばを終
お

えて、神様
かみさま

に感謝
かんしゃ

の祈
いの

りをしました。その村
むら

の人
ひと

も

はやり、博士
は か せ

の前
まえ

でひざまずいて祈
いの

りをささげました。 

私
わたし

は、このくちびるで、あなたの御口
み く ち

の決
き

めたことをことごとく語
かた

り告
つ

げます。（詩篇
し へ ん

119:13) 私
わたし

の目
め

を開
ひら

いてください。私
わたし

が、あなたのみおしえのうちにある奇
くす

しいことに目
め

を留
とど

めるようにして

ください（詩篇
し へ ん

119:18) 

でんどう 

みことば 

いのり 

かくしえさがし 

（数字
す う じ

の４、かさ、 

すいか、韓国語
かんこくご

の文字
も じ

ㅂ） 

 


